
第13-14講 教材を活かした授業デザイン
－読解・分析型とデザイン・提案型－

地理歴史科教育論



教材との関わり方には，
① 既存の教材を読み取り，分析させる場合，
➁ 教材を子ども自身にデザイン，提案させる場合，
②は，いわゆるアクテウィブラーニング

具体的には，
① 表現の内容や作り手の意図を，子どもに批判的
に読み取らせる指示・発問

② 私の学習成果や社会への関与・発信のし方を，
子どもに創造的にデザインさせる指示・活動

①②は，目標に応じて選択されたり統合されたりする

１．子どもと教材との関わり方



演習課題１

（1） 次の授業には，どんなタイプの教材が
活用されているか？

（2） どのような活用が為されているか。
読解・分析型か，デザイン・提案型か

・ 授業１ 「コソボ紛争」（IB歴史）
・ 授業２ 「普通選挙」（高校日本史）
・ 授業３ 「中世の枡」（中学校歴史）



（授業1） シンガポールのＩＢ「歴史」の場合

“コソボ紛争をイラストに表そう
イラストにキャプションもつけよう”





風刺画とは…
- 事実ではなく，
- 意見の表明，
- 美的な表現を用いて
- キャプションを付して
- 単純化された表現で
- メッセージを伝える

風刺画とは，そのよう
な”データ”である 新聞…

証拠の特性を知る→風刺画

導入：風刺画の史料特性を知る



展開１：ミロシェビッチの統治を批評する

ミロシェビッチは，
確かにコソボを滅茶苦茶にし
ている。しかしユーゴスラビア
の統一にも関心があると主張
している

- バラバラのピザを掻き集めている
- 口からよだれを出している
- 「私が約束する１つのユーゴ」とい
うキャプション

→ ミロシェビッチの二側面
調停者 vs 独裁者を語る

風刺画→歴史的な語りの構築



クリントンは，
コソボの地を気晴らしに利用
している。彼はこの話題から
話を逸らすのに必死だが，
記者はこの問題を徹底追究
している

- 記者団は「昨晩の空爆について
教えてください」と尋ねるが，

- 大統領は「どうだったかなあ…」と
曖昧に答える

→米国の無責任介入を語る

風刺画→歴史的な語りの構築

展開２：クリントンの行動を批評する





“普通選挙が導入されたのに，なぜ無産政党
は議席を得られなかったのか？”

（授業2） 日本史「普通選挙の実施」の場合







普選後の既成政党の勢力維持 無産政党の分裂



普選に参加する庶民の生活感覚



（授業3） 歴史的分野「中世の枡」の場合

“なぜこの時代いろんな桝があったのか？
度量衡が非統一で困らなかった？”



中世の時代解釈を知る



荘園での出来事…登場する桝の数は？



権力が水平-垂直に分立している構造

領 家

荘官・地頭

荘 民

市場の商人

史料１

年貢貢納に
は荘枡を使
え（小枡で
納めるな）

史料２ 史料３ 史料４ 史料５

年貢徴収
には荘枡を
使え（大桝
で取り立て
るな）

年貢貢納の
枡に竹打ち
するな（自然
な減量は既
得権だ）

年貢徴収の
枡はもっと
小さい桝に
替えろ（元
のサイズは
不明だろ）

年貢徴収に
は大きな桝
を，商取引
には小さな
桝を使い分
けます



対象の本質・構造を説明

対象の現象・具体を記述

全体的・象徴的
な批評

【メタファー】

全体的・分析的
な解説
【モデル】

個別的・象徴的
な主張

【ストーリー】

個別的・分析的
な記録
【データ】

２．教師の教材活用の視点

当
事
者
性
に
基
づ
く
意
味
の
再
構
成

第
三
者
性
に
基
づ
く
意
味
の
再
構
成



（1）右側：モデル型・データ型
資料から，何が分かるか
→ なぜそんなことが起きているのか？…理由，原因，背景

（2）左側：メタファー型・スト―リー型
作者は，何を伝えているか
→ なぜそんなことを伝えているか？…主張，価値観，思想

（3）上側： メタファー型・モデル型
どういう時代といえるか，どういう地域といえるか
→ さまざまな現象は，どのように関係しているか？…社会構造

（4）下側：ストーリー型・データ型
その時代や地域では，どんなことが起きているか
→ どんな人物・組織が，いつどこで，何をしているか？…社会現象



第１段階： 教材の特性を踏まえた活用法
素直に，読み取る，分析する

第２段階： 教材の限界を乗り越える活用法
視点を切り替えて，読みなおす，分析しなおす

第３段階： 教材の特性を創造する活用法
子どもなりの視点でデザインする



対象の本質・構造を説明

対象の現象・具体を記述

全体的・象徴的
な批評

【メタファー】

全体的・分析的
な解説
【モデル】

個別的・象徴的
な主張

【ストーリー】

個別的・分析的
な記録
【データ】

３．データ型教材の地図を使う（事例研究）
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味
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成

第
三
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性
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意
味
の
再
構
成

地図？



（1）右側：モデル型・データ型
資料から，何が分かるか…現象
→ いつ，どこで，何がどうなっているか，何が起きているか？
→ なぜそんなことが起きているのか？…理由，原因，背景へ

（2）左側： メタファー型・スト―リー型
作者は，何を伝えようとしているか…表象
→ どんな人物・組織が，いつ，どこで，何をしているか？
→ なぜそんなことを伝えているか…誇張，偏り，思想へ

（3）上側： メタファー型・モデル型
どういう時代といえるか，どういう地域といえるか
→ 具体的にはどういうこと？どんな事例があるか？
→ それは特殊なことか，一般的なことか？

（4）下側：ストーリー型・データ型
どんな出来事が起きているか，誰が何をしているか
→ 他にどのような似た出来事や人物がいるか？
→ まとめると，それはどういう状況といえるか？

➀

➁

➂



A： □□用

B： □□用

２つの地図はどこが違う？なぜ違う？
出典：『地図は嘘つきである』

鉄道地図



戦時改描図

昭和12年

昭和8年



戦時改描図

昭和12年

昭和8年



不動産地図



演習課題２

（1） グループ： 同一テーマの異なる４種類
の歴史教材を選定しなさい
→ 代表者は4種類の教材をスライドに貼り付けて，

11月16日（金）17時までにメールで草原に提出

（2） 個人： (1)で選んだ4種類の歴史教材
に相応しい指示・発問・活動を組み込ん
で，指導案（1-3時間）を作りなさい

個人での取組課題（40 点）
締切は11月22日12時，Bb9経由で提出すること


